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社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
（
代
表

飯
尾
秀
幸

文
学
部
教
授
）
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア

に
お
け
る
『
人
流
』」
が
７
月

18
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東

側
に
お
け
る
民
族
の
移
動
や
馬

文
化
の
展
開
に
つ
い
て
、
３
氏

の
講
演
と
討
論
が
行
わ
れ
、
２

０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
耳

を
傾
け
た
。

　
飯
尾
代
表
は
「
東
ユ
ー
ラ
シ

ア
に
存
在
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

〝
中
心
〞
と
〝
周
縁
〞
の
関
係

か
ら
、
ど
ん
な
歴
史
が
つ
く
ら

れ
た
の
か
考
え
て
い
き
た
い
」

と
趣
旨
を
説
明
。
続
い
て
石

見
清
裕
・
早
稲
田
大
学
教
授
が

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
民
族
移
動
と

唐
の
成
立
｜
近
年
の
ソ
グ
ド
関
係
新
史

料
を
踏
ま
え
て
｜
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

　
石
見
氏
は
、
中
国
各
地
で
発
見
さ

れ
た
６
〜
８
世
紀
の
ソ
グ
ド
人
（
現

在
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
中
心
と
す

る
中
央
ア
ジ
ア

出
身
の
ペ
ル
シ

ャ
人
）
の
墓
誌

を
解
説
。
ソ
グ

ド
人
は
唐
の
成

立
以
前
か
ら
諸

国
に
集
団
で
移

住
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
政
権
に
軍

人
と
し
て
仕
え

て
い
た
と
し
て

「
唐
の
建
国
は

ユ
ー
ラ
シ
ア
の

民
族
移
動
の
混

乱
や
う
ね
り
を

経
て
、
よ
う
や

く
終
息
し
た
結

果
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
語
っ

た
。

　
宮
城
県
栗
原

市
教
育
委
員
会

の
堀
哲
郎
氏
と
韓
国
・
慶
南
大
学
校
の

張
チ
ャ
ン

允ユ
ン

禎
ジ
ョ
ン

教
授
は
、
そ
れ
ぞ
れ
考
古
学
の

成
果
を
も
と
に
「
馬
」
に
つ
い
て
の
研

究
を
報
告
し
た
。

　
堀
氏
は
、
日
本
列
島
へ
の
馬
の
導
入

と
飼
育
・
生
産
に
つ
い
て
論
じ
、
馬
の

骨
や
馬
具
が
出
土
し
た
日
本
国
内
の

遺
跡
を
東
日
本
を
中
心
に
紹
介
。
渡
来

文
化
の
痕
跡
を
説
明
し
「
注
目
す
べ
き

は
、
７
世
紀
前
半
に
青
森
県
南
部
に

ま
で
馬
の
生
産
が
広
が
っ
て
い
た
こ

と
」
と
述
べ
た
。

　
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
馬
文
化
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
張
氏
は
韓
国
、
中

国
、
モ
ン
ゴ
ル
の
動
物
副
葬
と
銀
製
の

装
飾
馬
具
を
取
り
上
げ
た
。
三
国
時
代

（
４
〜
６
世
紀
）
の
韓
国
、
遊
牧
騎

馬
民
族
の
北
匈

き
ょ
う

奴ど

が
活
動
し
て
い
た

モ
ン
ゴ
ル
、
南
匈
奴
が
活
動
し
て
い
た

中
国
内
蒙
古
地
方
の
出
土
品
を
比
較

し
、
型
式
や
様
式
の
違
い
を
述
べ
た
。

　
高
久
健
二
文
学
部
教
授
の
司
会
で

行
わ
れ
た
討
論
で
は
、「
馬
の
飼
育
目

的
は
」「
ど
ん
な
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い

た
の
か
」
な
ど
の
質
問
に
答
え
た
ほ

か
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
文
化
の
伝で

ん

播ぱ

と
民
族
の
移
動
と
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
法
学
部
の
学
術
講
演
会
が
７
月
２
日

に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
フ
ァ

ル
ー
ク
・
ア
ー
ミ
ル
駐
日
パ
キ
ス
タ
ン

・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
が
約
１
０
０

人
の
学
生
や
院
生
を
前
に
、
同
国
の
現

状
を
報
告
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
答
え

た
。
ア
ー
ミ
ル
大
使
の
本
学
で
の
講
演

は
２
年
ぶ
り
２
回
目
。
企
画
し
た
広
瀬

崇
子
教
授
（
国
際
紛
争
論
）
が
「
大
使

は
本
学
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
。
前
回

同
様
、
た
く
さ
ん
質
問
を
」
と
学
生
に

呼
び
か
け
る
と
、
ア
ー
ミ
ル
大
使
は
笑

顔
で
マ
イ
ク
に
向
か
っ
た
。

　
一
昨
年
２
月
の
着
任
以
来
、
37
大
学

を
訪
れ
た
と
い
う
ア
ー
ミ
ル
大
使
は

「
日
本
の
教
育
施
設
や
教
育
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。
皆
さ
ん
が
日

本
人
に
生
ま
れ
、
こ
う
し
た
教
育
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
」

と
切
り
出
し
、
本
題
の
「
国
際
平
和
へ

の
パ
キ
ス
タ
ン
の
貢
献
」
に
入
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
は
１
９
６
０
年
以
来
、

42
の
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

に
参
加
し
、
統
制
の
と
れ
た
振
る
舞
い

が
各
国
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
と
力

説
。
近
隣
諸
国
と
の
友
好
に
努
め
、
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能
力
開

花
）
に
お
い
て
は
「
イ
ス
ラ
ム
圏
で
初

の
女
性
首
相
を
輩
出
し
た
ほ
か
、
上
下

両
院
の
女
性
議
員
の
比
率
も
南
ア
ジ
ア

一
だ
」
と
民
主
的
で
進
歩
的
な
国
で
あ

る
と
説
明
し
た
。

　「
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
女
性
蔑
視
の
思

想
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
政
府
の
考
え

は
」
と
の
質
問
に
対
し
「
一
部
に
そ
う

し
た
偏
見
が
残
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ

が
、
政
府
も
社
会
も
決
し
て
受
け
入
れ

て
は
い
な
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
建
国
の
父

ジ
ン
ナ
ー
も
女
性
へ
の
尊
敬
を
う
た
っ

て
お
り
、継
続
的
に
た
だ
し
て
い
く
」
。

「
イ
ン
ド
と
の
関
係
は
」
と
い
う
問
い

に
は
「
昨
年
の
イ
ン
ド
首
相
の
就
任
式

に
パ
キ
ス
タ
ン
首
相
が
出
席
し
た
。
成

熟
し
た
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
」と
回
答
し
た
。
最
後
に
「
祖

父
母
や
親
の
世
代
か
ら
引
き
継
い
だ
価

値
観
や
倫
理
観
を
忘
れ
ず
、
素
晴
ら
し

い
社
会
を
保
っ
て
い
く
た
め
に
勉
強
し

て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
同
23
日
、
ア
ー
ミ
ル
大
使
は
再
度
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
広
瀬
ゼ
ミ
生

と
懇
談
し
た
。
両
国
の
国
旗
の
下
で
写

真
撮
影
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
軍
備
や
日

本
の
自
衛
隊
に
つ
い
て
話
が
及
ん
だ
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
公
開
講
座
「
歴
史
を
紐
と

く
」

　「
新
出
資
料
が
示
す
新
た

な
古
代
史
像
｜
揺
ら
ぐ
常
識

｜
」
を
テ
ー
マ
に
、
群
馬
県

金
井
東
裏
遺
跡
の
火
山
灰
に

埋
も
れ
た
古
墳
時
代
人
や
木

簡
・
竹
簡
・
墨
書
土
器
に
焦

点
を
あ
て
、
古
代
の
日
本
と

中
国
の
歴
史
を
再
考
す
る
。

受
講
無
料
。

▽
日
時

10
月
３
日（
土
）、

10
日
（
土
）、
17
日
（
土
）

の
３
日
間
、
10
時
30
分
〜
14

時
30
分
▽
場
所

生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
10
号
館
１
０
３
０
１

教
室
※
17
日
は
１
号
館
１
１

４
教
室
▽
講
師

右
島
和
夫

氏
（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

博
物
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
群

馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

団
理
事
）
／
土は

生ぶ

田た

純よ
し

之ゆ
き

文

学
部
教
授
／
荒
木
敏
夫
文
学

部
教
授
／
矢
野
建
一
学
長
・

文
学
部
教
授
／
多
田
麻
希
子

（
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
／
飯
尾
秀
幸
文
学

部
教
授
▽
申
込
期
間

９
月

１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

旴
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
２
６
８

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
発
展

と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」

　
ベ
ト
ナ
ム
の
国
民
経
済
大

学
、
ダ
ナ
ン
経
済
大
学
か
ら

講
師
を
招
き
、
ベ
ト
ナ
ム
北

部
・
中
部
の
企
業
の
発
展
段

階
に
つ
い
て
触
れ
、
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
を
検
討
す
る
。

▽
日
時

９
月
５
日
（
土
）

13
時
〜
17
時
30
分
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教

室
▽
講
師

ト
ラ
ン
・
チ

・
バ
ン
・
ホ
ア
氏
（
国
民

経
済
大
学
副
学
長
）
／
グ

エ
ン
・
フ
ー
・
グ
エ
ン
氏

（
ダ
ナ
ン
経
済
大
学
准
教

授
）
／
小
林
守
商
学
部
教
授

（
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン
タ

ー
代
表
）
▽
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
旴
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
事

務
課E-mail:socio@acc.

senshu-u.ac.jp
公
開
講
座
情
報

　
今
年
は
終
戦
か
ら
70
年
に

当
た
る
。
大
学
史
資
料
課
で

は
11
月
に
戦
後
70
年
記
念
展

「
専
修
大
学
生
と
戦
争
〜
ペ

ン
を
銃
に
か
え
て
〜
」
を
開

催
、
大
学
や
校
友
が
保
管
す

る
写
真
や
資
料
を
展
示
す

る
。
同
課
で
は
戦
争
を
体
験

し
た
校
友
に
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
学
徒
出
陣

や
軍
事
教
練
、
勤
労
動
員
な

ど
、
長
い
時
を
経
て
薄
れ
つ

つ
あ
る
あ
の
時
代
の
記
憶

を
、
若
い
学
生
に
伝
え
る
作

業
が
進
ん
で
い
る
。

　
就
学
期
間
が
短
縮
さ
れ
、

繰
り
上
げ
卒
業
に
な
っ
た
１

９
４
１（
昭
和
16
）年
12
月
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
。「
ペ
ン
を

銃
に
か
え
て
」
と
題
し
た
写

真
が
目
を
ひ
く
。
そ
の
２
年

前
、
軍
事
教
練
が
必
修
と
な

り
、学
生
た
ち
は
銃
を
握
り
、

校
舎
前
庭
や
富
士
裾
野
演
習

場
で
教
練
に
励
ん
で
い
た
。

　
43
（
昭
和
18
）
年
、
大
学

生
も
学
徒
出
陣
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
年
12
月
の
記
録

で
は
学
部
（
当
時
は
経
済
と

法
）
学
生
１
５
６
３
人
の
う

ち
82
％
に
当
た
る
１
２
８
６

人
が
入
営
し
た
と
の
記
録
が

あ
る
が
、
卒
業
生
を
含
め
て

い
っ
た
い
何
人
が
出
陣
し
、

何
人
が
命
を
落
と
し
た
の

か
。
そ
の
数
は
い
ま
だ
不
明

だ
と
い
う
。

　
同
課
で
は
昨
年
か
ら
本
格

的
に
資
料
収
集
に
着
手
し

た
。
大
学
に
残
さ
れ
た
記
録

は
多
く
は
な
い
。
校
友
会
名

簿
を
頼
り
に
、
全
国
各
地
の

校
友
を
訪
ね
、
約
30
人
か
ら

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

　
80
代
後
半
か
ら
最
高
齢
は

１
０
３
歳
。「
出
征
は
仕
方

な
い
こ
と
だ
っ
た
」「（
大
学

に
常
駐
し
て
い
た
）
配
属
将

校
が
怖
か
っ
た
」
｜
｜
。
そ

れ
ぞ
れ
の
戦
争
体
験
、
戦
時

中
の
学
生
生
活
を
語
っ
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
胸

の
内
に
秘
め
、
初
め
て
語
る

と
い
う
人
も
多
か
っ
た
と
い

う
。

　
こ
れ
ら
の
証
言
は
、
記
念

展
や
今
年
刊
行
の
「
専
修
大

学
史
料
集
　
第
７
巻
」
な
ど

に
も
反
映
さ
せ
る
。

　
監
修
の
新
井
勝
紘
元
文
学

部
教
授
（
専
修
大
学
史
編
集

副
主
幹
）
は
「
多
く
の
学
生

に
見
て
も
ら
い
た
い
。
先
輩

た
ち
の
具
体
的
な
話
を
通
し

て
、戦
争
と
は
、と
い
う
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　
同
課
で
は
証
言
し
て
く
れ

る
校
友
や
関
係
者
を
探
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
03

・
３
２
６
５
・
５
８
７
９

　
展
示
は
11
月
６
日
（
金
）

〜
12
月
５
日
（
土
）、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
１
階

で
。
11
月
３
日
（
祝
）
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
も
一

部
展
示
を
す
る
予
定
だ
。

　
　
　
　
　
◆

　
学
徒
出
陣
　
大
学
な
ど
の

学
生
は
26
歳
ま
で
徴
兵
を
猶

予
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
戦

局
悪
化
に
と
も
な
う
兵
力
不

足
を
補
う
た
め
、
43
（
昭
和

18
）年
10
月
、国
は
文
科
系
学

生
の
猶
予
措
置
を
停
止
し

た
。
同
月
21
日
に
は
専
大
を

含
め
77
校
の
大
学
な
ど
か
ら

出
陣
す
る
学
徒
を
集
め
て
の

壮
行
会
が
、
明
治
神
宮
外
苑

陸
上
競
技
場
で
挙
行
さ
れ

た
。
学
徒
兵
の
総
数
は
数
万

〜
20
万
人
と
い
わ
れ
る
。

▶
　
講
演
す
る
大
使
と
広
瀬
教
授

◀
　
１
９
４
１
年
12
月
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
よ
り
「
ペ

ン
を
銃
に
か
え
て
」。
富
士
裾
野
演
習
場
で
の

軍
事
教
練
と
推
定
さ
れ
る

▲　多くの来場者で盛況だった

▲　討論で意見を交わす講演者３氏と司会の高久教授（右）

　古代東ユーラシア研究センターシンポジウム　
　　　「ソグド人」の活躍と
馬文化の広がりを討論

学
生
と
活
発
な
や
り
と
り

パ
キ
ス
タ
ン
大
使
が
講
演
法学部

校友の戦争体験を今に
11月・生田

記念展

▶
　
会
場
か
ら
の
質
問
も
活
発
だ
っ
た


